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（３）運動やスポーツに関する意識（報告書 P.29～P.33） 

   ○ 校種や男女の別にかかわりなく、運動やスポーツをすることが「好き」の集

団は、それ以外の集団に比べて、体力合計点が高い傾向がみられた。 

   ○ 今後どのようなことがあれば、今よりもっと運動やスポーツをしてみようと

思うかは、校種や男女の別にかかわりなく、「自分が好きな種目、できそうな

種目があったら」が最も高く、次いで「友達と一緒にできたら」が高かった。 

＜運動・スポーツの好き・きらい＞ 

 【小学校５年生】（男子）     
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＜運動やスポーツをもっとするようになるには＞ 

【中学校２年生】（女子）  
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   （イ）体力・運動能力向上の目標設定（報告書 P.35） 

○ 体力・運動能力向上の目標設定を「している」学校の割合は、全国と比

較して、小学校・中学校ともに低かった。 

  【小学校】 
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（２）平成２０年頃と比較した教員・児童生徒・家庭の関心及び体力向上の取組（報

告書 P.38～P.39） 

（ア）教員・児童生徒・家庭の関心（報告書 P.38） 

    ○ 平成２０年頃と比較して、子どもの体力向上に関して教員・児童生徒・

家庭の関心が「高まった」学校の割合は、全国と比較して、小学校・中学

校ともに低かった。 

  【小学校】 
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  （イ）体力向上に関する取組（報告書 P.39）   

○ 平成２０年頃と比較して、体力向上に関する取組が「増えた」学校の割

合は、全国と比較して、小学校・中学校ともに低かった。   

【小学校】 

増えた, 63.2%

増えた, 38.6% 変わらない, 61.1%

減った  1.7%

減った, 0.3%
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（３）全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果を踏まえた取組（報告書 P.40） 

○ 調査の結果を踏まえた取組（取り組む予定を含む）を「している」+「予定し

ている」学校の割合は、全国と比較して、小学校・中学校ともに低かった。 

 

 【小学校】 

 
 

 

（４）学校質問紙調査の結果のまとめ 

   ○ 体力・運動能力向上に関する取組や目標（値）を設定している学校が、全

国に比べて低い状況にある。また、子どもの体力向上に関する教員の関心、

児童生徒の関心、家庭の関心の高まりも、全国に比べて低いことがわかった。 

     教員に対する研修や、学校への働きかけ等を通して、体力向上に向けた取

組の必要性や重要性を、これまで以上に訴える必要がある。 
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２ 児童生徒の体力、運動習慣、食習慣・生活習慣の変化（報告書 P.44～P.52） 

   ※平成２０～２５年度の６年間における５回の調査結果との比較。 

※今回同様に悉皆調査で行われた平成２１年度結果との比較 

 

（１）体力・運動能力（報告書 P.44～P.45） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男子 女子 男子 女子 

体力合計点 変化なし 
わずかに 

高 い 
変化なし 

わずかに 

高 い 

総合評価が 

ＡＢＣの割合 
変化なし 

わずかに 

高 い 
変化なし 変化なし 

 
    ※ 総合評価は、体力合計点の高い「Ａ」から、体力合計点の低い「Ｅ」までの５段階に

判定される。教育委員会では、総合評価が「Ｄ」「Ｅ」の子どもの割合を減らし、「Ａ」

「Ｂ」「Ｃ」の子どもの割合を高めることを目標に置いて、子どもたちの体力向上に取

り組んでいる。 

 
   ○ 小学校の女子において、体力合計点と総合評価「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」の割合が

高くなっているが、小学校の男子、中学校の男女とも全国平均との差が小さ

くなってきている。各学校での体力向上の目標を立てて取り組むことが必要
である。 

 

（２）運動やスポーツの実施状況（報告書 P.46～P.47） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男子 女子 男子 女子 

運動部 

スポーツクラブ

に所属 

変化なし 変化なし 変化なし 下がっている 

ほとんど 

毎日実施 
下がっている 下がっている 変化なし 

わずかに 

下がっている 

 

   ○ 運動部や地域スポーツクラブの所属状況については、中学校の女子で低下

し、運動の実施頻度も全体的にやや低下傾向がみられる。 

     子どもたちが運動を好きになり、自ら運動に取り組む意欲が高まるような

取組が必要である。 
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（３）運動やスポーツに対する意識（報告書 P.48～P.49） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男子 女子 男子 女子 

運動や 

スポーツが 

好き 

下がっている 下がっている 下がっている 下がっている 

運動や 

スポーツが 

得意 

変化なし 下がっている 上がっている  
わずかに 

上がっている  

 
   ○ 小学校、中学校ともに、女子の運動やスポーツが「好き」と答える割合が

前回より低くなっている。子どもたちがますます運動から遠ざかってしまう

恐れがあるため、体育の授業改善を通して、子どもたちが運動を好きになる

取組が必要である。 

 

（４）食習慣・生活習慣（報告書 P.50～P.52） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男子 女子 男子 女子 

毎日、 

朝食を食べる 
下がっている 下がっている 上がっている  変化なし 

睡

眠

時

間 

８時間

以上 
下がっている 下がっている  

６～８

時間 
 

わずかに 

上がっている  
下がっている 

テレビ視聴 

３時間以上 
下がっている 下がっている  

 

下がっている  

 

下がっている  

 

   ○ 全体的に、テレビ等の視聴時間については、改善されつつあるが、小学校

の男女とも朝食を毎日食べる子どもの割合が、低くなっている。また、全体

的に睡眠時間が短くなってきている。運動習慣とともに、毎日朝食をたべる

ことやしっかりと寝ることの重要性を子どもたちに認識させる必要がある。 

      

３ 体育、保健体育の授業についての意識（報告書 P.53） 

   ※平成２１年度との比較（平成 20、21、24 年度は該当する質問項目がない。） 

○ 小学校、中学校ともに、「楽しい」の割合が低下している。授業の改善をはじめ、

体力向上の取組をすすめている学校が増えてきているが、子どもたちの実態に合

った取組なのか検証していく必要がある。 


